
・平成 18 年度決算まとまる
・町有財産を売却します
・第 19 回香住潮風マラソン大会
　こんにちは町長です
・第 10 回村岡ダブルフルウルトラランニング
・第 3 回香美町子牛品評会、第 10 回美方郡消防操法大会
・北但行政事務組合からお知らせ
・余部橋梁架替事業
・行政トピックス
・まちの出来事　　　　　　            
・キラリ香美町　　
　( 別冊 けいじばん、いきいきカレンダー )

今月号の主な内容
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美しい山・川・海
人が躍動する　交流と共生のまち
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… P.  4 ～  5
… P.  6

… P.  7
… P.  8
… P.  9
… P.10
… P.11 ～ 13
… P.14 ～ 15
… P.16

【写真】みんなで作った“一生の思い出”      
　        兎塚中学校 手作りカヌー進水式

　9 月 18 日、村岡区長瀬の矢田川で、兎
塚中学校 3年生 27 人が、学校林から切り
出したスギの間伐材を利用し、みんなで力
を合わせ、半年間かけて完成させた 3艇の
カヌーの進水式を行いました。
　最初はこわごわとした表情だった生徒た
ちも徐々に慣れ、スイスイと川面をこぎ出
し、手づくりカヌーの出来栄えを楽しんで
いました。



●
庁
舎
建
設
事
業
（
香
住
区
）

    

工
事
請
負
費
な
ど
11
億
７
４
４
５
万
円

　

3
町
合
併
を
経

て
、
本
格
的
な
ま

ち
づ
く
り
に
向

け
て
取
り
組
む
た

め
、
一
昨
年
10
月

か
ら
始
ま
っ
た
本

庁
舎
建
設
。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
、
４
階
建
の
庁

舎
は
、
昨
年
11
月

30
日
に
完
成
し
、
今
年
1
月
1
日
か
ら

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
村
岡
区
）

　

 

建
設
負
担
金
5
億
３
７
２
２
万
円

　

高
齢
化
の
進
展

に
伴
い
、
介
護
を

必
要
と
す
る
人
の

増
加
に
対
応
す
る

た
め
、
高
齢
者
福

祉
施
設
整
備
事
業

と
し
て
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
「
む

ら
お
か
こ
ぶ
し

2

平
成
18
年
度 

決
算
ま
と
ま
る　

総
額
２
５
２
億
４
０
４
３
万
円
の
ま
ち
づ
く
り

　

平
成
18
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
12
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
（
公
立
香
住
総
合

病
院
と
上
水
道
の
企
業
会
計
を
除
く
）
の
認
定
に
つ
い
て
、
９
月
議
会
定
例
会
に
提

案
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
と
12
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
額
は
、
歳
入
総
額
が

２
５
５
億
４
９
７
７
万
円
、
歳
出
総
額
が
２
５
２
億
４
０
４
３
万
円
。
歳
入
か
ら
歳
出

を
引
い
た
剰
余
金
３
億
９
３
４
万
円
の
う
ち
２
億
４
３
４
５
万
円
を
財
政
調
整
基
金
な

ど
に
積
み
立
て
（
貯
金
）
し
、
残
り
は
平
成
19
年
度
に
繰
り
越
し
ま
し
た
。

【平成 18 年度一般会計内訳】

町民一人に使われたお金
659,815円（前年比 31,183 円減）

（平成 19年 3月末人口 22,078 人を基準とする）

【歳入】

科目別 決算額（千円） 割合

自主
財源
28.5％

町税 1,839,162 12.4％

諸収入ほか 2,401,593 16.1％

依存
財源
71.5％

譲与税・交付金 765,738 5.1％

地方交付税 6,156,848 41.4％

国庫支出金 750,123 5.0％

県支出金 716,513 4.8％

町債 2,255,900 15.2％

合　　計 14,885,877

【歳出】

目的別 決算額（千円） 割合 町民一人に使
われた額（円）

議会費 103,547 0.7％ 4,690

総務費 2,744,584 18.8％ 124,313

民生費 2,409,814 16.6％ 109,150

衛生費 1,740,330 12.0％ 78,826

労働費 11,332 0.1％ 513

農林水産費 968,182 6.6％ 43,853

商工費 476,461 3.3％ 21,581

土木費 1,419,974 9.7％ 64,316

消防費 517,434 3.6％ 23,437

教育費 1,193,309 8.2％ 54,050

災害復旧費 93,536 0.6％ 4,237

公債費 2,888,892 19.8％ 130,849

合計 14,567,395 659,815

 

最
重
点
課
題
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た

一　

般　

会　

計

　

歳
入
総
額
１
４
８
億
８
５
８
７
万
７

千
円
（
前
年
比
９
億
６
３
４
５
万
円

減
）、
歳
出
総
額
１
４
５
億
６
７
３
９
万

５
千
円
（
前
年
比
９
億
２
０
６
３
万
円

減
）
で
、
３
億
１
８
４
８
万
２
千
円
の

黒
字
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
平
成
19
年

度
に
繰
り
越
す
金
額
４
６
８
９
万
1
千

円
を
差
し
引
い
た
実
質
の
黒
字
額
は
、

２
億
７
１
５
９
万
１
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
総
額
の
71
・
５
％
を
占
め
る
依

存
財
源
は
１
０
６
億
４
５
１
２
万
円
、

こ
の
う
ち
最
も
多
い
の
が
地
方
交
付

税
で
６
１
億
５
６
８
５
万
円
（
前
年
比

２
億
７
３
９
０
万
円
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
を
目
的
別
に
み
る
と
、
最

も
多
い
の
が
、
過
去
に
借
り
入
れ

た
借
金
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費

で
28
億
８
８
８
９
万
円
、
歳
出
全
体

の
19
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。　

　

２
番
目
に
多
い
の
が
、
庁
舎
建
設

事
業
な
ど
を
実
施
し
た
総
務
費
で

27
億
４
４
５
８
万
円
、
18
・
８
％
、
次

い
で
、
民
生
費
24
億
９
８
１
万
円
、
衛

生
費
17
億
４
０
３
３
万
円
、
土
木
費

14
億
１
９
９
７
万
円
と
続
き
ま
す
。

園
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
7
日
に
竣
工
式
を
行
い
、

10
月
10
日
か
ら
運
営
を
始
め
ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
法
人
み
か
た
こ
ぶ
し
の
里

が
運
営
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

●
多
目
的
運
動
場
整
備
事
業
（
小
代
区
）

　

 

工
事
請
負
費
な
ど
３
５
５
０
万
円

　

ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
、
町
民
の
健

康
づ
く
り
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、

ス
キ
ー
場
な
ど
と

合
わ
せ
て
年
間
を

通
じ
ス
ポ
ー
ツ
の

拠
点
と
な
る
場

所
を
提
供
し
、
町

内
外
か
ら
多
く
の

人
出
で
賑
わ
う
よ

う
、
小
代
多
目
的
運
動
場
の
整
備
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

芝
張
り
と
土
の
2
種
類
の
運
動
場
に

加
え
、
ト
イ
レ
１
棟
を
備
え
た
多
目
的

運
動
場
を
整
備
す
る
も
の
で
、
平
成
18

年
度
は
土
地
の
造
成
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
の
完
成
を
目
指
し
、
現
在
、
工

事
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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◆公立香住総合病院事業◆
　医師確保の困難
性に加えて、３階
病棟の閉鎖などに
より、入院、外来
収入ともに減収と
なり、医業損失
は 309,990 千円の
赤字となっていま
す。
　診療体制の充実
を図るため、今後
も医師確保に努め
るとともに、経費
の縮減と病床の有
効活用に努力して
いきます。

◆上水道事業◆
　水の需要は近年低
迷を続けており、6年
連続で前年度実績を
下回りました。今後
も、人口の減少など
により、使用水量は
低下しています。
　このような現状を
踏まえた上で、事務
的経費の削減、有収
率の向上などに一層
努力し、安全で安定
した生活水の供給に
努めます。

平成18年度　企業会計報告

●
国
民
健
康
保
険
事
業

　

健
全
財
政
の
維
持
・
運
営
や
診
療

報
酬
明
細
書
の
点
検
な
ど
を
重
点
に

推
進
し
ま
し
た
。
ま
た
、
健
康
づ
く

り
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

し
た
。

●
老
人
保
健
事
業

　

平
成
18
年
度
の
一
人
あ
た
り
の
老

人
医
療
費
は
、68
万
８
２
８
５
円
（
前

年
比
10
・
7
％
増
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
老
人
の
健
康
に
対
す
る

意
識
啓
蒙
や
保
健
事
業
な
ど
を
充
実

し
て
い
き
ま
す
。

●
介
護
保
険
事
業

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
な
ど
第
1

号
被
保
険
者
数
は
６
７
４
６
人
、
認

定
者
数
は
１
０
３
５
人
（
認
定
率

14
・
9
％
）
で
、
認
定
率
の
伸
び

は
制
度
発
足
以
降
初
め
て
減
少
と

な
り
ま
し
た
。
介
護
給
付
費
は
、

15
億
１
８
７
４
万
８
千
円
で
対
前
年

度
比
0
・
7
％
増
で
し
た
。

●
簡
易
水
道
事
業

　

簡
易
水
道
事
業
17
ヵ
所
、
飲
料
水

供
給
事
業
8
ヵ
所
、
専
用
水
道
事
業

１
ヵ
所
の
合
計
26
ヵ
所
の
町
営
水
道

の
施
設
の
保
安
管
理
と
飲
用
水
の
供

給
に
努
め
ま
し
た
。

特　

別　

会　

計

平成 18 年度特別会計別決算内訳　（単位：千円）

会計名 歳入 歳出 差引額

国民健康保険事業 2,600,340 2,761,907 △ 161,567

　事業勘定 2,197,576 2,193,325 4,251

　佐津診療施設勘定 45,943 53,772 △ 7,829
　兎塚・川会・原診療施設勘定 60,244 205,889 △ 145,645
　小代診療施設勘定 188,043 200,469 △ 12,426
　兎塚 ･川会歯科診療施設勘定 108,534 108,452 82

老人保健事業 2,755,782 2,728,782 27,000

介護保険事業 1,800,899 1,744,840 56,059

　事業勘定 1,774,144 1,718,085 56,059
　介護サービス事業勘定 26,755 26,755 0

簡易水道事業 364,823 354,658 10,165

下水道事業 2,963,014 2,907,117 55,897

財産区 4,272 1,414 2,858

香住海岸土地造成事業 17,474 17,474 0

町立地方卸売市場事業 6,299 6,272 27

国民宿舎事業 59,622 59,618 4

矢田川憩いの村事業 32,387 31,968 419

門真市村岡自然ふる里村
運営事業 38,497 38,497 0

宅地造成事業 20,484 20,484 0

総　　額 10,663,893 10,673,031 △ 9,138

●
下
水
道
事
業

　

公
共
下
水
道
事
業
で
香
住
処
理

区
、
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

事
業
で
村
岡
処
理
区
を
整
備
し
ま
し

た
。
ま
た
、
供
用
開
始
後
の
水
洗
化

促
進
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。

●
財
産
区

　

口
佐
津
財
産
区
、
長
井
財
産
区
の

管
理
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

●
香
住
海
岸
土
地
造
成
事
業

　

香
住
海
岸
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
事
業
と

し
て
、
緩
衝
緑
地
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

●
町
立
地
方
卸
売
市
場
事
業

　

水
揚
高
は
、
前
年
度
に
比
べ
18
ｔ

増
、
金
額
に
し
て
２
６
２
６
万
２
千

円
増
と
な
り
ま
し
た
。

●
国
民
宿
舎
事
業

　

平
成
18
年
度
の
宿
泊
利
用
客
８
９

８
０
人
（
前
年
度
比
３
・
６
％
増
）、

結
婚
式
は
６
組
（
前
年
度
比
３
組
増
）

と
な
る
な
ど
利
用
客
は
増
え
ま
し
た
。

●
矢
田
川
憩い
こ

い
の
村
事
業

　

平
成
18
年
度
の
「
か
す
み
・
矢

田
川
温
泉
」
の
利
用
者
数
は
、

9
万
１
４
５
５
（
前
年
度
比
３
・
０
％

減
）
人
で
し
た
。

●
門
真
市
村
岡
自
然
ふ
る
里
村
運
営
事
業

　

平
成
18
年
度
の
利
用
者
数
は
７
１

１
８
人
（
前
年
度
比
２
・
０
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。
平
成
18
年
9
月
1

日
か
ら
は
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
ま
し
た
。

●
宅
地
造
成
事
業
（
村
岡
区
）

　

平
成
12
年
12
月
か
ら
20
区
画
を
分

譲
開
始
し
、
平
成
18
年
度
末
現
在
で

残
り
1
区
画
と
な
り
ま
し
た
。

（単位：千円）

収益的収入および支出

病院事業収益 1,031,468

　医療収益 851,234

　医療外収益 160,132

　特別利益 20,102

病院事業費用 1,305,936

　医療費用 1,161,224

　医療外費用 144,052

　特別損失 660

資本的収入および支出

資本的収入 108,529

　出資金 108,529

資本的支出 144,289

　企業債償還金 142,839

　負担金 1,450

（単位：千円）

収益的収入および支出

水道事業収益 224,236

　営業収益 218,820

　営業外収益 5,416

水道事業費 229,961

　営業費用 184,079

　営業外費用 45,836

　特別損失 46

資本的収入および支出

資本的収入 153,706

　企業債 33,500

　工事負担金 120,206

資本的支出 225,770

　建設改良費 161,907

　企業債償還金 63,863

平成 18年度企業会計決算について、
9月議会定例会で認定されました。
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町有財産を売却します
香美町では、本年度第 1回目として将来的に利用予定のない次の町有財産を一般競争入札により売却します。

物件番号 2 種類 土地 土地明細図 物件番号 1 種類 土地・建物 土地明細図

筆数 2筆 地目 宅地 筆数 1筆 地目 宅地

所在地

香美町香住区
　香住字中浜頭 1560-7
　香住字本屋敷 1671-9 所在地

香美町香住区
　香住字本屋敷 1656-1

公簿面積 263.06㎡ 公簿面積 183.91㎡

実測面積 263.06㎡ 実測面積 183.91㎡

参考事項

・既設のフェンスも含みます。

・旧法務局跡地駐車場のうち

　の 1区画です。

〈現地説明〉

10 月 19 日（金）
10:00 ～ 11:00

参考事項

・車庫（倉庫）も含みます。

・建物概要

　【構造】鉄骨造亜鉛メッキ

　　　　  鋼板葺平屋建

　　　　 （一部木造瓦葺）

　【建築時期】不詳

　【床面積】115㎡

〈現地説明〉
　10月 19日（金）9:00～ 9:30

写真 写真

最低売却
価格 13,900,000 円 最低売却

価格 8,410,000 円

物件番号 3 種類 土地 土地明細図

筆数 1筆 地目 宅地

所在地

香美町香住区
　香住字中浜頭 1560-1

公簿面積 163.63㎡

実測面積 163.63㎡

参考事項

・既設のフェンスも含みます。

・旧法務局跡地駐車場のうち

　の 1区画です。

〈現地説明〉

10 月 19 日（金）
10:00 ～ 11:00

写真

最低売却
価格 8,650,000 円

物件番号 4 種類 土地 土地明細図

筆数 1筆 地目 宅地

所在地

香美町香住区
　香住字中浜頭 1560-6

公簿面積 396.70㎡

実測面積 396.70㎡

参考事項

・既設のフェンスも含みます。

・接面道路から 70cm 程度高

　く、段差になっています。

・敷地内に電柱があります。

・旧法務局跡地駐車場のうち

　の 1区画です。

〈現地説明〉

10 月 19 日（金）
10:00 ～ 11:00

写真

最低売却
価格 21,000,000 円

2 1

3

4

8,410,000円

8,650,000円

21,000,000円

13,900,000円

町有財産を売却します

3

4

2

1

11m

16m

11m

15m
1

2

3

4

町 道 香 住 241 号 線

2 1

3

4

8,410,000円

8,650,000円

21,000,000円

13,900,000円

町有財産を売却します

3

4

2

1

県
道

香
住

村
岡

線

35m

12m
15m

16m

8m

3m

1

2

3

4

2 1

3

4

8,410,000円

8,650,000円

21,000,000円

13,900,000円

町有財産を売却します

3

4

2

1

町

道

香

住

２
号

線

15m

10m

15m

10m

1

2

3

4

2 1

3

4

8,410,000円

8,650,000円

21,000,000円

13,900,000円

町有財産を売却します

3

4

2

1

町

道
香
住
２
号
線

24m

23m

16m

16m

1

2

3

4

2 1

3

4

13,900,000円

21,000,000円

8,650,000円

8,410,000円

町有財産を売却します

香住小学校

香住警部
派出所

3

旧役場
跡地

4

2

1

方

道

香

住

村

岡

線

香住区香住付近図

1

2

3

4

要

主

地

平成19年度
第 1回目
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物件番号 5 種類 土地 土地明細図

筆数 6筆 地目 宅地

所在地

香美町村岡区
　村岡字野々上 2584-1
　村岡字野々上 2585-1
　村岡字野々上 2585-8
　村岡字野々上 2586-2
　村岡字野々上 2586-3
　村岡字野々上 2586-4

公簿面積 633.33㎡

実測面積 633.33㎡

参考事項

・バス営業所との間のブロッ

　ク塀も含みます。

・敷地内に電柱があります。

〈現地説明〉

10 月 19 日（金）
13:00 ～ 13:30

写真

最低売却
価格 22,800,000 円

物件番号 6 種類 土地・建物 土地明細図

筆数 2筆 地目 宅地

所在地

香美町村岡区
　村岡字大向 3038-7
　村岡字大向 3038-9

公簿面積 87.93㎡

実測面積 87.93㎡

参考事項

・ゆぶね会館です。

・建物概要

　【構造】鉄筋コンクリート造

　　　　2階建陸屋根

　【建築時期】昭和 51 年

　【床面積】140.2㎡

〈現地説明〉

10 月 19 日（金）
14:00 ～ 14:30

◆入札参加受付期限　10 月 24 日（水）まで
◆入札書提出期限　　10 月 30 日（火）まで
◆開札　　　　　　　10 月 31 日（水）

☆注意事項
●入札に参加する人は、入札参加申込書を事前に提
　出してください。その後、期限までに入札書を提
　出してください。

●最低売却価格より大きい額を入札してください。

●入札に参加する人は、入札書提出までに、入札し
　ようとする額の 5％以上の入札保証金を納めてい
　ただきます。

●落札した場合、入札保証金は契約保証金に充当し
　ます。落札できなかった場合、入札保証金は返還
　します。

●売買契約書に貼付する収入印紙および所有権の移
　転登記に要する登録免許税など契約の履行に関し
　て必要な一切の経費は買受人の負担となります。

●物件はすべて現状引き渡しとなります。

●入札希望者は、公告の記載内容、一般競争入札（町
　有財産売却）実施要領、売却物件の法令上の規制
　ならびに物件の現況をすべて承知した上で入札を
　行ってください。

写真

最低売却
価格 4,270,000 円

物件番号 7 種類 土地・建物 土地明細図

筆数 1筆 地目 宅地

所在地

香美町村岡区
　黒田字上エ中 148-1

公簿面積 227.30㎡

実測面積 216.27㎡

参考事項

・黒田旧公会堂です。
・建物概要
　【構造】木造 2階建瓦葺
　【建築時期】昭和 46 年
　　　ただし、昭和 39 年の
　　　材料を一部使用　　　
　【床面積】139㎡
〈現地説明〉
10 月 19 日（金）
15:00 ～ 15:30

写真

最低売却
価格 1,480,000 円

●問い合わせ（申し込み）先
　役場総務部総務課行財政改革係
　Tel 0796・36・1111  Fax 0796・36・3809
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平成19年10月19日(金)

平成19年10月24日(水)まで

平成19年10月30日(火)まで
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第
19
回
香
住
潮
風
マ
ラ
ソ
ン
大
会

 
潮
風
を
浴
び
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
１
４
５
０
人
が
快
走

　

9
月
22
日
、
香
住
漁
港
西
港
か
ら
三
田
浜

を
コ
ー
ス
と
し
て
行
わ
れ
た
香
住
潮
風
マ
ラ

ソ
ン
大
会
。
こ
れ
ま
で
の
3
㎞
、
5
㎞
、
10

㎞
に
加
え
、
今
年
新
た
に
1
㎞
が
追
加
さ

れ
、
さ
ら
に
幅
広
い
年
齢
層
の
皆
さ
ん
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
北
は
山
形
か
ら

南
は
鹿
児
島
ま
で
、
全
国
か
ら
過
去
最
多

の
１
５
９
１
人
の
申
し
込
み
（
当
日
参
加

１
４
５
０
人
）
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
内
の
参
加
者
で
3
位
以
内
の
入
賞
者

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▲潮風を受け、景色を楽しみながら走る選手たち

▲新設の 1㎞は、2歳児から小学 6年生までが力走

　

山
と
海
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た

香
美
町
で
は
、
今
年
も
秋
の
訪
れ
と
と

も
に
、
そ
の
自
然
を
生
か
し
た
特
色
あ

る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

9
月
22
日
開
催
の
「
第
19
回
香
住
潮

風
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
で
は
、
1400
人
を
超

え
る
多
く
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
海
か
ら
の

さ
わ
や
か
な
潮
風
を
う
け
な
が
ら
、
初

秋
の
香
住
海
岸
を
ひ
た
走
り
ま
し
た
。

　

一
週
間
後
の
9
月
30
日
に
は
、「
第
10

回
村
岡
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」

が
、
昨
年
よ
り
約
4
割
多
い
686
人
の
参

加
の
も
と
、
100
㎞
、
88
㎞
な
ど
の
超
長

距
離
区
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
足
早
く
、
新
緑
の
6
月
上
旬
に
開

催
さ
れ
た
「
第
15
回
み
か
た
残
酷
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
も
、1200
人
余
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、

山
あ
り
谷
あ
り
の
高
低
差
400
ｍ
の
残
酷

レ
ー
ス
に
挑
み
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
本
町
で
は
、
各
区
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
た
大
会
が
、
関

係
者
の
努
力
に
よ
り
、
年
々
盛
大
に
開

催
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

全
国
各
地
か
ら
、
こ
れ
だ
け
多
く
の

参
加
を
得
、
そ
の
多
く
が
宿
泊
さ
れ
る

こ
う
し
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、
観
光
の

ま
ち
香
美
町
に
と
っ
て
、
観
光
対
策
と

し
て
も
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
関
係
の
皆
さ
ん
方
の

一
層
の
協
力
を
得
て
、
よ
り
盛
大
な
大

会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
に
ち
は　

町
長
で
す

　

 

特
色
あ
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会

香
美
町
長

【
1
㎞
の
部
】
小
3
以
下
男
子
▼
1
位
・

吉
田
晋
弥
（
香
住
区
一
日
市
）、
3
位
・ 

山
田
健
太
郎
（
香
住
区
相
谷
）、
同
女

子
▼
2
位
・
福
本
桃
子
（
香
住
区
香
住
）

小
4
〜
6
男
子
▼
2
位
・
吉
田
将し

ょ

う

き輝
（
香

住
区
一
日
市
）、
同
女
子
▼
1
位
・
五

宝
早
紀
（
香
住
区
森
）、
3
位
・
加
藤

夢ゆ

み

え

実
枝
（
香
住
区
一
日
市
）

【
3
㎞
の
部
】
小
学
男
子
▼
3
位
・
藤

原
峻
也
（
香
住
区
境
）、
中
学
男
子
▼

3
位
・
後
垣
大
地
（
香
住
区
大
谷
）

▲一斉に駆け出す 5㎞出場の選手たち

▲今年も好評だった抽選会
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9
月
30
日
、
村
岡
区
を
囲
む
１
千
ｍ

級
の
山
々
を
駆
け
巡
る
心
臓
破
り
の
山

岳
マ
ラ
ソ
ン
〝
村
岡
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル

ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ
〞
が
、
秋
雨
降
る
な

か
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
10
回
記
念
大

会
と
な
っ
た
今
回
は
、
100
㎞
、
88
㎞
、

44
㎞
の
3
コ
ー
ス
に
、
北
は
北
海
道
か

ら
南
は
鹿
児
島
ま
で
全
国
か
ら
過
去
最

多
の
７
４
１
人
の
申
し
込
み(

当
日
参

加
６
８
６
人
）
が
あ
り
、
町
内
か
ら
も

35
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、
過
酷
な
レ
ー
ス

に
参
加
し
体
力
の
限
界
に
挑
み
ま
し
た
。

▲朝 5時、雨の中をスタートした 88㎞と 100㎞の選手たち

第
24
回
日
本
身
体
障
害
者
水
泳
選
手
権
大
会

　
　
　

 

稲
葉　

馨
さ
ん(

香
住
区
一
日
市)

　
　

 　

西
脇
正
和
さ
ん(

香
住
小
教
諭

）

　

9
月
15
、
16
日
に
福
岡
市
で
開
催
さ
れ
た

こ
の
大
会
で
、
稲
葉
さ
ん
（
60
歳
、
写
真
左
）

が
200
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
で
、
ま
た
、
香
住

小
学
校
教
諭
の
西
脇
さ
ん
（
48
歳
、
新
温

泉
町
千
谷
）
が
50
ｍ
と
100
ｍ
平
泳
ぎ
の
2

種
目
で
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　

香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
夏
期
の

水
泳
教
室
で
小
学
生
の
指
導
に
も
あ
た
る

稲
葉
さ
ん
と
同
校
で
５
、
6
年
生
の
理
科

を
教
え
る
西
脇
さ
ん
は
、
20
日
、
2
人
の

共
通
の
教
え
子
に
囲
ま
れ
、
み
ん
な
で
優

勝
を
祝
い
ま
し
た
。
稲
葉
さ
ん
は
「
来
年

も
出
場
し
、
15
回
連
続
出
場
を
果
た
し
た

い
」、
西
脇
さ
ん
は
「
こ
の
優
勝
を
励
み
に
、

〝
手
こ
ぎ
自
転
車
〞
種
目
で
来
年
の
北
京
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
し
ま
す
」
と
、

そ
れ
ぞ
れ
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

金
メ
ダ
ル

 
第
10
回
村
岡
ダ
ブ
ル
フ
ル
ウ
ル
ト
ラ
ラ
ン
ニ
ン
グ

 

日
本
屈
指
の
山
岳
マ
ラ
ソ
ン　

過
去
最
多
６
８
６
人
が
激
走

　

ま
た
、
町
内
の
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
59
人
が
参
加
し
た
ウ
ル
ト
ラ
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
（
40
㎞
）
で
は
、
西
口
莉り

こ瑚
さ

ん
（
村
岡
区
大
笹
、
兎
塚
小
1
年
）
が
、

史
上
最
年
少
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

各
部
門
の
優
勝
者
と
町
内
か
ら
参
加

さ
れ
た
各
部
門
最
高
順
位
の
人
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略
）

【
100
㎞
の
部
】

男
子
▼
1
位 

蔵
本
康
孝
（
大
阪
府
、
8
時

間
03
分
00
）、
68
位 

久
保
井
洋
次
（
小
代

区
神
水
、
12
時
間
12
分
11
）、
女
子
▼
1
位 

早
瀬
美
智
子
（
京
都
府
、
9
時
間
52
分
42
）

▲

コースの各所に設
　けられた休憩所、　
　ボランティアの皆
　さんにもてなされ
　る選手たち

▲前夜祭で長楽太鼓など、歓迎を受ける選手たち

【
88
㎞
の
部
】

男
子
▼
1
位 

岡
田
夏
来
（
大
阪
府
、
7
時

間
33
分
12
）、
8
位 

松
井
直
樹
（
香
住
区

浜
安
木
、
9
時
間
45
分
26
）、
女
子
▼
1
位 

上
川
裕
子
（
大
阪
府
、
9
時
間
6
分
55
）

【
44
㎞
の
部
】

男
子
▼
1
位 

柿
原
貴
次
（
京
都
府
、
3
時

間
22
分
02
）、
16
位 

天
良
勝
政
（
村
岡
区

味
取
、
4
時
間
11
分
33
）、
女
子
▼
1
位 

山
口
み
ゆ
き
（
神
戸
市
、
3
時
間
55
分
19
）、

16
位 

中
村
美
穂
（
村
岡
区
大
糠
、
5
時
間

7
分
37
）

▲長時間にわたる過
　酷なレースを終え
　感動のゴール
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第
3
回
香
美
町
子
牛
品
評
会
（
前
期
の
部
）

　

9
月
7
日
、
新
温
泉
町
の
美
方
郡
農
村
総

合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
第
3
回
香

美
町
子
牛
品
評
会
前
期
の
部
。
今
回
は
、
今

年
1
月
か
ら
3
月
末
ま
で
に
生
ま
れ
た
子

牛
84
頭
（
雄･

雌
の
部
70
頭
、
去
勢
の
部
14

頭
）
が
出
場
。
審
査
の
結
果
、
雄
・
雌
の
部

は
1
等
1
席
に
上
治
福
則
さ
ん
（
小
代
区
神

場
）
の
「
ふ
く
み
や
」
が
選
ば
れ
、
去
勢
の

部
金
賞
1
席
に
藤
原
敏
和
さ
ん
（
小
代
区
神

水
）
の
「
広
照
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

「
ふ
く
み
や
」
の
飼
い
主
の
上
治
さ
ん
は

「
ま
さ
か
1
等
1
席
に
選
ば
れ
る
な
ん
て
。

体
型
や
脂
質
が
評
価
さ
れ
た
と
思
う
。
う
れ

し
い
で
す
ね
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

▲雄・雌の部　1等 1席「ふくみや」

▲去勢の部　金賞 1席「広照」

 

第
10
回
美
方
郡
消
防
操
法
大
会

　

9
月
30
日
、
新
温
泉
町
湯
の
健
康
公

園
で
第
10
回
美
方
郡
消
防
操
法
大
会
が

行
わ
れ
、
郡
内
各
支
団
か
ら
選
ば
れ
た

15
分
団
が
出
場
。
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の

部
と
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で
、
操
作
の

確
実
性
、
放
水
ま
で
の
所
要
時
間
、
士

気
な
ど
を
競
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
両

部
門
で
村
岡
支
団
の
分
団
が
優
勝
し
た

の
を
は
じ
め
、
町
内
の
分
団
が
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、
上
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬

称
略
）

▲小型ポンプ操法の部　優勝　村岡第 10 分団　

▲ポンプ車操法の部　優勝　村岡特設第 4分団

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

　

１
位　

香
美
町
消
防
団
村
岡
支
団

　
　
　
　

村
岡
第
10
分
団

　

2
位　

香
美
町
消
防
団
香
住
支
団

　
　
　
　

香
住
第
1
分
団

　

3
位　

香
美
町
消
防
団
小
代
支
団

　
　
　
　

小
代
第
5
分
団

【
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】

　

1
位　

香
美
町
消
防
団
村
岡
支
団

　
　
　
　

村
岡
特
設
第
4
分
団

　

2
位　

香
美
町
消
防
団
香
住
支
団

　
　
　
　

香
住
特
設
分
団

　

3
位　

新
温
泉
町
消
防
団
浜
坂
支
団

　
　
　
　

第
7
分
団　
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北
但
行
政
事
務
組
合
で
は
、
新
た
な
広
域
ご
み
・

汚
泥
処
理
施
設
候
補
地
の
選
定
に
つ
い
て
、
住
民
参

画
に
よ
る
施
設
候
補
地
選
定
委
員
会
を
設
置
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
本
委
員
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
人
数　

　

3
人
以
内

●
応
募
資
格
（
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
）

　

①
豊
岡
市
、
香
美
町
、
新
温
泉
町
に
在
住
す
る
人

　

②
今
年
10
月
1
日
現
在
満
20
歳
以
上
の
人

　

③
ご
み
ま
た
は
環
境
に
関
心
の
あ
る
人

　

④
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
委
員
会
（
６
回
程
度
）

　
　

に
出
席
で
き
る
人

●
活
動
内
容

　
　

候
補
地
の
評
価
・
選
定
基
準
の
作
成
、
候
補
地

　

の
調
査
、
候
補
地
の
評
価
・
選
定
な
ど
に
関
す
る

　

検
討
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（
な
お
、
委
員
は

　

委
員
会
で
知
り
得
た
情
報
の
う
ち
、
個
人
の
利
益

　

を
害
す
る
も
の
な
ど
は
他
人
に
も
ら
し
て
は
な
ら

　

な
い
「
守
秘
義
務
」
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り

　

ま
す
）

 

北
但
行
政
事
務
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
候
補
地
」
の
選
定
に
つ
い
て

　

北
但
行
政
事
務
組
合
が
進
め
て
い
る
「
広
域
ご
み
・

汚
泥
処
理
施
設
候
補
地
」
の
選
定
方
式
に
つ
い
て
は
、

８
月
31
日
に
開
催
し
た
同
組
合
議
員
協
議
会
で
、「
直
接

決
定
方
式
」「
選
定
委
員
会
方
式
」「
公
募
方
式
」
の
３

方
式
に
つ
い
て
説
明
し
、
議
員
か
ら
意
見
や
質
問
を
受

け
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
同
組
合
は
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
参
考
に

検
討
を
行
い
、
組
合
構
成
市
町
と
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

総
合
的
に
判
断
し
た
結
果
、
同
組
合
は
９
月
28
日
に
開

催
し
た
組
合
臨
時
議
会
で
「
選
定
委
員
会
方
式
」
に
つ

い
て
説
明
し
、
関
係
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
学
識
経
験
者
や
市
町
民
な
ど
で
組
織
す
る

選
定
委
員
会
で
、
収
集
運
搬
効
率
を
基
に
定
め
た
範
囲

の
中
か
ら
、
施
設
候
補
地
を
選
定
す
る
作
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

組
合
で
は
、
平
成
25
年
度
の
稼
働
に
向
け
、
本
事
業

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

新
た
な
施
設
候
補
地
に
関
す
る
土
地
の
情
報
が
あ
れ
ば
、

10
月
中
に
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
件
に
関
す
る
経
緯
お
よ
び
今
後
の
計
画
、

詳
細
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
お
よ
び
組
合
の
広
報

紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
、
広
く
お
伝
え
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
候
補
地
は
、

「
選
定
委
員
会
方
式
」
で
選
定
し
ま
す
。

広
域
ご
み
・
汚
泥
処
理
施
設
候
補
地

選
定
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
！

●
任
期

　

委
嘱
の
日
か
ら
検
討
の
終
了
ま
で 

●
報
酬
な
ど

　

1
回
の
委
員
会
出
席
に
つ
き
、
４
４
０
０
円
を
支
給

　

(

３
時
間
を
超
え
る
場
合
は
、
７
６
０
０
円)

●
応
募
方
法

　
　

所
定
の
申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う

　

え
、
作
文
を
添
付
し
、
北
但
行
政
事
務
組
合
に
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。（
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー

　

ル
の
い
ず
れ
か
で
）

※
作
文
は
「
地
域
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
、
広
域
ご
み
・

　

汚
泥
処
理
施
設
建
設
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

　

８
０
０
字
程
度
と
し
ま
す
。
な
お
、
様
式
は
自
由
と

　

し
ま
す
。

●
募
集
期
間

　

10
月
26
日
（
金
）
の
午
後
５
時
ま
で

●
選
考
結
果

　
　

選
考
会
議
で
審
査
、
選
考
を
行
い
、
10
月
31
日(

水)

　

ま
で
に
決
定
し
、
そ
の
後
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

北
但
行
政
事
務
組
合　

施
設
整
備
課

　

〒
６
６
８
・
０
０
３
３　

豊
岡
市
中
央
町
11
‐
22

　

電　

話
０
７
９
６
・
24
・
５
５
０
４

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
９
６
・
24
・
６
６
５
０

　

ｅ
メ
ー
ル　

h
o
k
u
ta
n
@
g
a
e
a
.o
c
n
.n
e
.jp
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余
部
橋
梁
架
替
事
業

 
平
成
22
年
度
完
成
へ 

新
橋
工
事
本
格
化

　

〝
安
全
性
と
定
時
性
の
確
保
〞

を
目
指
し
今
年
５
月
に
起
工
記

念
式
典
が
行
わ
れ
た
余
部
橋
梁

架
替
工
事
の
現
場
で
は
、
平
成

22
年
度
の
完
成
に
向
け
工
事
が

順
調
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

新
橋
は
、
エ
ク
ス
ト
ラ
ド
ー

ズ
ド
Ｐ
Ｃ
橋
と
呼
ば
れ
る
構
造

形
式
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
で
、

長
さ
３
１
０
ｍ
、
幅
員
7
・
5
ｍ
、

高
さ
41
・
5
ｍ
。
４
本
の
橋
脚

と
ス
マ
ー
ト
な
橋
桁
で
構
成
さ

れ
、
直
線
を
生
か

し
た
シ
ン
プ
ル

な
デ
ザ
イ
ン
で

す
。
橋
桁
の
両
側

に
は
透
明
な
防

風
壁
が
設
け
ら

れ
、
ケ
ー
ブ
ル
を

吊
り
下
げ
る
主

塔
（
高
さ
5
ｍ
）

３
本
が
や
や
突

き
出
た
斜
張
橋

の
よ
う
な
形
状

で
す
。

　

新
橋
は
現
在

の
鉄
橋
か
ら
約

７
ｍ
南
側
（
山

側
）
に
建
設
さ
れ

ま
す
の
で
、
工
事

期
間
中
も
こ
れ

ま
で
ど
お
り
現

在
の
鉄
橋
を
列

車
が
運
行
す
る

こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

総
事
業
費
は
約
30
億
円
で
、

そ
の
2
割
を
Ｊ
Ｒ
が
、
残
り
を

兵
庫
県
・
鳥
取
県
と
両
県
の

市
町
村
が
負
担
。
香
美
町
は
約

１
億
５
千
５
０
０
万
円
を
負
担

し
ま
す
。

　

新
橋
工
事
は
、
４
本
の
橋
脚

（
Ｐ
）
ご
と
に
①
長
谷
川
周
辺

の
Ｐ
1
エ
リ
ア
、
②
国
道
〜
町

道
西
浜
線
の
Ｐ
2
エ
リ
ア
、
③

町
道
西
浜
線
〜
餘
部
駅
の
Ｐ

3
・
Ｐ
4
エ
リ
ア
の
大
き
く
３

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
進
め
ら
れ

ま
す
。

　

Ｐ
1
、
Ｐ
2
エ
リ
ア
に
は
す

で
に
工
事
ヤ
ー
ド
の
囲
い
柵
が

張
ら
れ
、
長
谷
川
に
は
２
本
の

工
事
用
桟
橋
も
架
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
秋
に
は
、
Ｐ
1
、

Ｐ
2
エ
リ
ア
に
お
い
て
、
地
中

に
橋
脚
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎

を
施
工
す
る
た
め
大
型
ク
レ
ー

ン
な
ど
に
よ
る
掘
削
工
事
が
始

め
ら
れ
、
20
年
度
に
入
っ
て
か

ら
高
さ
約
40
ｍ
の
橋
脚
を
立
ち

上
げ
る
工
事
な
ど
が
進
め
ら
れ

る
予
定
で
す
。

　

一
方
、
Ｐ
3
・
Ｐ
4
エ
リ
ア

に
お
い
て
は
、
現
在
、
住
宅
な

ど
の
移
転
の
た
め
の
補
償
交
渉

が
大
詰
め
の
段
階
を
迎
え
て
お

り
、
来
年
春
以
降
に
は
こ
の
エ

リ
ア
で
も
工
事
ヤ
ー
ド
柵
の
設

置
や
橋
脚
基
礎
、
橋
脚
、
橋
台

の
施
工
な
ど
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、

駅
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
改
築
工

事
も
進
め
ら
れ
ま
す
。
現
在
浜

区
側
か
ら
駅
へ
上
が
る
歩
道
も

工
事
ヤ
ー
ド
内
と
な
り
一
部
使

用
で
き
な
く
な
る
た
め
、
現
鉄

橋
の
中
を
く
ぐ
る
形
で
仮
設
通

路
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

引
き
続
き
平
成
21
年
度
こ
ろ

よ
り
、
完
成
し
た
４
本
の
橋
脚

そ
れ
ぞ
れ
の
頂
上
部
か
ら
左
右

に
橋
桁
を
伸
ば
し
て
い
き
（
張

出
架
設
）、
22
年
度
に
は
橋
桁
が

す
べ
て
連
結
さ
れ
ま
す
。
同
年

秋
に
は
数
週
間
の
列
車
運
休
期

間
を
設
け
て
新
橋
へ
の
線
路
付

け
替
え
が
行
わ
れ
る
計
画
で
す
。

　

余
部
鉄
橋
完
成
後
約
１
０
０

年
を
経
て
行
わ
れ
る
大
工
事
の

中
で
、
地
元
関
係
者
の
皆
さ
ん

に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
ど
う
ぞ
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

新橋（線路）

現橋（線路）

P1エリア

↑至 香住

← 京都 鳥取 →

P2エリア P3・P4 エリア

▲鉄橋下の既設水路を工事用通路として使用するためのふたかけ工事（P2 エリア）

↓至 浜坂

→

→

餘部駅

町
道
西
浜
線

国
道
1
7
8

号

←　

長
谷
川

今
秋
か
ら
基
礎
掘
削

―  工事ヤード柵

…… 〃 （設置予定）
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●
兵
庫
県
保
健
衛
生
大
会
知
事
感
謝

・
保
健
衛
生
・
環
境
美
化
模
範
地
区

　

村
岡
区
八
井
谷
地
区

・
保
健
衛
生
・
環
境
美
化
推
進
功
労
団
体

　

小
代
区
く
ら
し
の
会　

　

（
敬
称
略
）

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

 

町
内
か
ら
表
彰
受
賞
者
が
あ
り
ま
し
た

　

公
立
村
岡
病
院
で
は
、
10
月
か
ら
公
立
豊
岡
病
院
形
成
外

科
の
医
師
に
よ
る
診
療
を
開
始
し
ま
す
。

●
診
療
日
時

　

第
１
、
第
3
月
曜
日　

14
時
〜 (

受
付
13
時
〜
15
時)

●
取
り
扱
う
疾
患

　

唇
裂
、
口
蓋
裂
、
四
肢
の
先
天
性
異
常
、
皮
膚
・
皮
下
の
良
性
・

悪
性
腫
瘍
（
で
き
も
の
）、
皮
膚
の
色
素
性
疾
患
（
青
あ
ざ
、
赤
あ

ざ
な
ど
）、
顔
面
骨
折
、
挫ざ

そ

う創
を
は
じ
め
と
す
る
け
が
、
巻
き
爪
、

や
け
ど
、
瘢
痕
、
ケ
ロ
イ
ド
（
傷
あ
と
、
傷
あ
と
の
ひ
き
つ
れ
や
盛

り
上
が
り
）
の
修
正
、
眼
瞼
下
垂
、
皮
膚
の
潰
瘍
、
床
ず
れ
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
先

　

公
立
村
岡
病
院

　

℡

０
７
９
６
・
94
・
０
１
１
１

 

公
立
村
岡
病
院
か
ら
お
知
ら
せ

 

形
成
外
科
医
師
に
よ
る
診
療
を
開
始

　

国
土
交
通
省
で
は
「
都
市
再
生
街

区
基
本
調
査
」
の
一
環
と
し
て
、
香

美
町
香
住
区
（
境
、
一
日
市
、
若
松
、

香
住
、
西
香
住
、
七
日
市
、
駅
前
、

矢
田
、
下
浜
）
の
道
路
な
ど
に
街
区

基
準
点
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」
と

は
、
都
市
部
の
地
籍
調
査
を
推
進
す

る
た
め
の
基
礎
的
デ
ー
タ
を
整
備
す

る
も
の
で
す
。
こ
の
調
査
で
設
置
し

た
「
街
区
基
準
点
」
を
活
用
し
て
測

量
を
行
う
と
正
確
な
位
置
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

街
区
基
準
点
は
公
共
事
業
だ
け
で

は
な
く
土
地
の
分
筆
や
登
記
簿
の
更

新
な
ど
に
も
役
立
つ
も
の
で
す
が
、

主
と
し
て
道
路
に
設
置
さ
れ
て
い
る

た
め
、
道
路
工
事
や
上
下
水
道
工
事

な
ど
、
道
路
を
掘
削
す
る
工
事
に
よ

り
亡
失
や
、
き
損
す
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

街
区
基
準
点
に
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
工
事
を
予
定
し
て
い
る

人
は
、
役
場
建
設
部
建
設
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 
街
区
基
準
点
の
取
り
扱
い
に
気
を
つ
け
て

●
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
部
建
設
課
都
市
整
備
係　

℡

０
７
９
６
・
36
・
１
９
６
１

▲街区三角点鋲
　真鍮（しんちゅう）
　直径 7.5㎝

▲街区多角点鋲
　真鍮（しんちゅう）
　直径 5.0㎝

▲補助点鋲
　銀色のプラスチック
　直径 4.0㎝

　

公
立
香
住
総
合
病
院
は
、
都
合
に
よ
り
7
月
16
日
か
ら
診

療
体
制
を
縮
小
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、
当
直
・
待
機

を
含
む
診
療
体
制
が
整
い
ま
し
た
の
で
、
10
月
1
日
か
ら
新

規
の
入
院
患
者
の
受
け
入
れ
と
21
時
ま
で
の
時
間
外
・
休
日

の
救
急
診
療
を
再
開
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

長
期
間
に
わ
た
り
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
、
安
定
し
た
地

域
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
医
師
の
確
保
に
努
め
、
病
院
経

営
の
改
善
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

公
立
香
住
総
合
病
院　

℡

０
７
９
６
・
36
・
１
１
６
６

公
立
香
住
総
合
病
院
か
ら
お
知
ら
せ

10
月
か
ら
新
規
入
院
の
受
け
入
れ
と

21
時
ま
で
の
時
間
外
・
休
日
の
救
急
診
療
を
再
開 

　

佐
津
診
療
所
で
は
、

こ
れ
ま
で
不
定
期
だ
っ

た
午
前
中
の
休
診
を
、

11
月
か
ら
毎
月
第
1
、

第
3
月
曜
日
の
午
前
中

に
固
定
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

 

佐
津
診
療
所
か
ら
お
知
ら
せ

 

11
月
か
ら
午
前
中
休
診
が
、

第
1
、
第
3
月
曜
日
に
固
定   

診　察　日
曜日 月 火 水 木 金 土 日

午前 ○ ○ ○ × ○ × ×

午後 ○ × ○ × ○ × ×

※第 1と第 3月曜日の午前中は休診
※診察時間
　午前  8:45 ～（受付  8:00 ～ 11:30）
　午後 14:30 ～（受付 13:30 ～ 16:00）
※往診や訪問診療もしています。

●問い合わせ先
　佐津診療所 　℡0796・38・0459
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行政トピックス

 特色ある活動で地域の活性化に取り組む“がんばる団体”のご紹介！　　

 私たち、こんなことに取り組んでいます！

心が１つに！ 柴山フラワーロード 　柴山地区（浦上区、上計区、沖浦区）

　柴山地区では、花づくり団体に、婦人会や壮
年会、老人会なども加わり、多くの団体が花づ
くりに取り組み、至る所で花が見られます。

　特に地区を横断する主要地方道香美久美浜線
（旧国道 178 号）沿いの約 1㎞には、四季折々
に色とりどりの花々が植えられ、通勤・通学の
人々や観光客など道行く人の目を楽しませてく
れ、『柴山フラワーロード』とも呼ばれています。
　区長会長の今西弘さんは「柴山 3区の各種団
体で花づくりを継続的に取り組んでいただいて
おります。花があることもすばらしいのですが、
その花づくりに励んでくださるボランティアの
皆さんの気持ちが本当にうれしいです。心が一
つになって、花いっぱいの柴山地区です」と語っ
てくれました。花づくり団体は次のとおりです。

　【浦上】浦上老人会、柴山観光協会、呑
の ん ぼ

母会
　【上計】上計壮年会、上計区婦人会、サンフラワー
　【沖浦】こがねの会、ことぶき、のじぎく会

活動を通し、みんなが楽しく暮らしたい　小代区　えがお（神水）

　３年前に神水区に発足した「えがお」。特に会
員という規定は設けず、地元の皆さんが誰でも
参加でき、年齢制限も無いオープンな団体です。

以前は地区の日役で取り組んでいた花壇の整備
や管理も、「えがお」の活動として、区民の皆
さんにボランティアという形で花づくりに取り
組んでもらえるようになりました。
　「えがお」では、グラウンドゴルフの練習、
大会への参加、華道教室や茶道教室の開催など、
積極的にさまざまなことに取り組んでいます。
　世話人の今井弘さんは「地区にこういうグ
ループができるのは大変良いこと。ざっくばら
んなこの会は、メンバーのストレス解消や情報
交換の場として大変有意義なものとなっていま
す。今後は、『介護とは何か』などをテーマに
福祉に関する勉強会などを開きたい。みんなが
楽しく暮らしすには、知識も必要ですから…」
と今後の活動について語ってくれました。

地区の玄関口、花いっぱいのお出迎え　射添地区 長板花づくり愛好会（長板）

　老人会（桜会）を中心とする長板花づくり愛
好会は、国道 9号から長板区に入る交差点の残
地を利用して、集落への玄関口を花で飾り地域

の活性化に貢献できればと、約 30 年近く花づく

りに励んでいます。

  雪のない 3月下旬ころから 12 月中旬ころまで

活動し、四季折々の花で道行く人の目を楽しま

せています。会員は月に 1、2回集まって草刈や

花の手入れなどを行い、8月の水やりは交代でほ

とんど毎日行っています。

  現在代表を務める田渕林太郎さんは「先輩たち

が長板区の活性化のために長年続けてきたもの

であり、今後も活動を続けていきたい。毎日の

水やりなどなかなか大変ですが、老人会だけで

はなく地区を挙げて活動をしていきたい」と語っ

ていました。
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求　人　情　報 ハローワーク香住（職業安定所）
℡0796・36・0137 （平成 19 年 9 月 20 日現在、順不同）

▽正社員 ▽パートほか（正社員以外）

所在地 事業所名 職種 年齢 人数 所在地 事業所名 職種 年齢 人数

香住区間室　 (有)北近畿環境開発 水処理施設管理補助 45 以下 2 香住区間室　 (有)北近畿環境開発 ごみの手選別 不問 2

香住区森 ㈱西山工務店 現場監督 22 ～ 45 １ 豊岡市九日市　 ㈱トヨダ 食品製造（イートバリュー香住店）18～ 58 2

香住区森　 寺田ガス㈱ 商品配達 不問 2
大阪市北区 日本調剤㈱大阪支店

医療事務（美方郡） 20～ 30 1

大阪市北区 日本調剤㈱大阪支店 薬剤師（香美町） 22 ～ 45 1 薬剤師（美方郡） 22～ 45 1

香住区七日市　 やまだ歯科医院 医院受付兼医療秘書 35 以下 1 香住区森　　 社会福祉法人　香寿会 介護職員 不問 3

香住区香住　 マルヨ食品㈱

営業 45 以下 2 岡山市西大寺 ㈱コメリ中国四国地区本部 販売員（香住店） 不問 1

ルート営業 40 以下 1 豊岡市元町　 かずや産業(有)（小僧寿し但馬支部）寿司製造販売（小僧寿し香住店）18～ 55 2

食品製造 40 以下 1 神戸市中央区
（勤務地：香美町）

富士産業㈱神戸事業部
調理補助（香美町）
栄養士 / 管理栄養士

20～ 50 1

大阪市大正区 大阪布谷精器㈱ 旋盤工 不問 1 20～ 50 1

香住区境 ㈱香住観光公社

厨房係 20 ～ 30 1 香住区浦上 旅館 きむらや 接客係 不問 4

接客係 不問 1 香住区沖浦 津山商店 海産物販売 30～ 55 1

フロント係 不問 1 香住区一日市　 第八長栄(有) カニの身出し 不問 2

香住区一日市　 但馬ディーゼル (有) 機械整備工員（見習）30 以下 1
香住区香住 (有)三七十

フロント事務 不問 1

香住区下岡 (有)山本モータース 自動車 ･保険営業 不問 1 接客係 不問 3

豊岡市城崎町 日本交通㈱ タクシー乗務員（香住営業所） 不問 2 香住区香住　 マルヤ水産㈱ 水産加工員 50 以下 3

香住区若松 (有)駒徳商店 水産加工・荷造り 5以下 1 香住区上計　 ㈱ヤマヨシ 水産加工員 不問 1

香住区香住 (有)三七十 接客係 不問 3 香住区上計　 カネサ水産㈱ 水産加工員 不問 1

香住区香住　 マルヤ水産㈱ 水産加工員 50 以下 2 香住区隼人 マルカツ水産㈱ 水産加工 不問 3

香住区上計　 ㈱ヤマヨシ 水産加工員 不問 1 香住区訓谷 (有)かどや 旅館・食事処の接客係 18～ 55 4

香住区上計　 ㈱はまな水産 販売員 40 以下 3 香住区若松 ㈱共和食品 水産加工員 不問 3

香住区香住 ㈱日本海フーズ 調理補助 不問 1

香住区浦上
(有)三吉
（かに楽座　甲羅戯）

旅館 接客（４ヵ月以上）20～ 55 3

香住区七日市 平和焼肉 飲食、サービス係 不問 1 旅館業 雑用（４ヵ月以上）18～ 55 1

香住区香住 (有)谷本水産

水産製造加工（8：00 ～ 16：30） 50 以下 2 旅館業 雑用（４ヵ月未満）18～ 55 4

水産製造加工（7：00 ～ 17：00） 50 以下 1 旅館 接客（４ヵ月以上）20～ 55 1

ルート営業 40 以下 1 旅館 清掃（４ヵ月以上）18～ 55 2

村岡区高井 (有)中村建工 営業 50 以下 1
新温泉町浜坂

㈱ナカケー
（勤務地：村岡区）

食品部 不問 2

村岡区高井 入江精密工業(有) 現場事務員 20 ～ 40 1 鮮魚部、精肉部、惣菜部 不問 3

小代区城山 ㈱大城土建 重機オペレーター兼作業員 20 ～ 55 1 村岡区大笹 有限責任中間法人ハチ北高原自然協会 駐車場料金徴収 不問 1

小代区神水　
社会福祉法人
みかたこぶしの里

介護員 不問 2 村岡区村岡 エイワ電器㈱ 製造工員 18～ 45 2

看護員（看護師） 不問 1

こんにちは、赤ちゃんお誕生

※このコーナーは、先月（9/1 ～ 9/30）の届出分の内、承諾を得た
　方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

※このコーナーは、先月（9/1 ～ 9/30）の届出分の内、承諾を得た方のみ掲載しています。（届出順・敬称略）

慎んで、お悔やみ申し上げますご逝去

●役場各課など主な施設の連絡先
役場本庁舎　36・1111( 代表 )
総　務　課　36・1111　　企　画　課　36・1962　　税　務　課　36・1113　　会　計　課　36・4321
町　民　課　36・1110　　健　康　課　36・1114　　福　祉　課　36・1964　　農林水産課　36・0846
観光商工課　36・3355　　建　設　課　36・1961　　下 水 道 課　39・2053　　水　道　課　36・0420
議会事務局　36・1963　　村岡地域局　94・0321( 代表 )　　小代地域局　97・3111( 代表 )　
教育委員会　94・0101　　香 住 分 室　36・3764　　小 代 分 室　97・3966
公立香住総合病院　36・1166　　公 立 村 岡 病 院　94・0111　　香住地域福祉センター　36・4345
香住老人福祉センター　36・5008　　村岡老人福祉センター　98・1000　
小代高齢者生活支援センター　97・2202　　　　　　　　　　　　（全ての施設の市外局番：0796）

◆お詫びと訂正◆

　広報「ふるさと香美」第 30 号 ( 平成 19 年 9 月号 ) の記事に、以下のと
おり誤りがありました。関係者のみなさまには大変ご迷惑をおかけいたし
ましたことをお詫びして、訂正いたします。
・5ページの香美町こども議会開催の記事で、小代小学校 6年大城葵さんの
　読みかなが「しおり」さんとありますが、正しくは「あおい」さんでした。

　この記事につきましては、関係者の皆さんにホームページ上での
公開承諾を得ておりませんので、個人情報保護によりホームページ
上での掲載を控えさせていただきます。
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Town
 News

ま
ち
の
出
来
事

地
域
赤
十
字
奉
仕
団
災
害
救
護
実
施
訓
練

命
の
尊
さ
重
く
、
救
護
活
動 

真
剣
に
！

（
小
代
区
）

（
小
代
区
）

　

9
月
9
日
、
小
代
ド
ー
ム

で
、
香
美
町
分
区
赤
十
字
奉

仕
団
が
主
体
と
な
り
、
地
域

赤
十
字
奉
仕
団
災
害
救
護
実

践
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
東
南
海
、
南
海

地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
に

備
え
、
地
域
奉
仕
団
の
災
害

救
護
活
動
の
充
実
と
奉
仕
団

員
の
防
災
意
識
の
向
上
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
香
美
町

分
区
赤
十
字
奉
仕
団
の
団
員

約
１
２
０
人
（
香
住
区
70

人
、
小
代
区
50
人
）
が
参
加

し
、
災
害
救
護
に
関

す
る
講
義
を
は
じ

め
、
豚
汁
な
ど
の
炊

き
出
し
訓
練
、
女
性

消
防
団
員
に
よ
る
消

火
訓
練
、
担
架
・
毛

布
を
使
っ
た
負
傷
者

の
搬
送
講
習
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
講
習
な
ど
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
真

剣
な
表
情
で
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

  

9
月
12
日
、
秋
風
吹
く
快

晴
の
下
、
日
本
の
棚
田
百
選

に
選
ば
れ
て
い
る
「
和
佐
父

の
棚
田
」
で
、
射
添
中
学
校

1
年
の
生
徒
13
人
が
米
の
収

穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
の
環
境
教
育
実
践
推
進

校
に
指
定
さ
れ
、「
山
と
川

と
人
と
の
つ
な
が
り
」
を

テ
ー
マ
に
環
境
教
育
に
取

り
組
む
同
校
は
、
地
元
の
森

匡ま

さ

み

ち伯
さ
ん
ら
の
指
導
に
よ

り
、
6
月
の
田
植
え
と
今
回

の
収
穫
を
体
験
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

収
穫
時
期
を
迎
え
た
棚

田
で
、
鎌
を
使
っ
て
稲
を

刈
っ
た
後
、
稲
木
を
立
て
、

わ
ら
で
束
ね
た
稲
を
稲
木

に
か
け
、
収
穫
の
一
連
の

作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

学
級
委
員
長
の
中
村
茜

さ
ん
（
村
岡
区
川
会
）
は

「
稲
刈
り
は
小
学
生
の
と

き
に
し
て
以
来
。
手
で
刈

る
の
は
と
て
も
大
変
で
し

た
。
自
分
で
作
っ
た
お
米

の
ご
飯
だ
と
き
っ
と
お
い

し
い
と
思
う
」
と
感
想
を

語
り
ま
し
た
。

 

射
添
中
学
校 

米
の
収
穫
体
験        

        

  

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
き
っ
と
お
い
し
い

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
き
っ
と
お
い
し
い

（
村
岡
区
）

（
村
岡
区
）

　

9
月
9
日
、
あ
い
に
く

の
雨
降
り
の
な
か
始
ま
っ

た
今
子
浦
「
香
り
の
公
園
」

の
植
栽
。
香
住
今
子
浦
開

発
組
合
の
主
催
で
、「
今
子

浦
を
町
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
香
り
の
公
園
整
備
を
」

を
合
言
葉
に
、
園
内
の
植

栽
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
日
、
約
40
人
の
参
加

者
が
集
ま
り
、
ア
ジ
サ
イ

５
０
０
本
、
ベ
ニ
カ
ナ
メ

モ
チ
60
本
の
苗
木
植
え
や

園
内
の
美
化
作
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

植
栽
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

吉
田
健
治
さ
ん
（
香
住
区

七
日
市
）
は
「
あ
い
に
く
の

雨
で
し
た
が
、
何
度
も
参
加

さ
れ
手
慣
れ
た
方
も
多
く
、

大
変
あ
り
が
た
い
。
み
ん
な

で
い
い
知
恵
を
出
し
、
こ
の

公
園
を
も
っ
と
活
用
で
き
れ

ば
…
」と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

今
子
浦
植
栽
事
業

花
い
っ
ぱ
い
の
公
園
を
目
指
し

（
香
住
区
）

（
香
住
区
）

▲

雨もやみ、雑草除去など園内美化にも取り組みました。

▲

作業終了後、皆さんで

▲長楽寺を望むすばらしい景色のなかで稲刈り体験
▲

奉仕団員によるＡＥＤの講習

▲小代支団女性消防団員による小型ポンプ操法の披露

▲公園の斜面などにアジサイの苗をていねいに植えていく参加者
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9
月
17
日
、
小
代
区
広

井
に
あ
る
古
代
体
験
の
森

で
、「
萩
ま
つ
り
」
が
開

催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
訪

れ
た
多
く
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
体
験
の
森
で

は
、
女
性
ら
が
も
ん
ぺ
姿

で
料
理
を
行
い
、
訪
れ
た

人
に
古
代
食
の
赤
米
と
黒

米
で
つ
く
っ
た
お
に
ぎ

り
を
振
る
舞
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、体
験
コ
ー
ナ
ー

の
勾ま

が

た

ま玉
作
り
や
火
起
こ
し

も
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

薄
紫
色
や
白
色
の
愛
ら

し
い
花
が
見
ご
ろ
を
迎
え

て
お
り
、
来
場
者
ら
は
体

験
棟
の
縁
側
に
腰
を
下
ろ

し
ハ
ギ
を
眺
め
な
が
ら
、

振
る
舞
わ
れ
た
お
に
ぎ
り

な
ど
を
味
わ
い
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
の
流
れ
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

井
上
亘
代
さ
ん
（
小
代

区
広
井
）
は
、「
も
ち
も

ち
と
し
た
古
代
米
が
美
味

し
か
っ
た
で
す
。
こ
こ
に

咲
い
て
い
る
ハ
ギ
は
と
て

も
き
れ
い
で
見
応
え
が
あ

り
ま
す
」
と
感
想
を
語
り

ま
し
た
。

小
代
古
代
体
験
の
森　

萩
ま
つ
り

古
代
食
に
、
い
に
し
え
を
感
じ
つ
つ
…

（
小
代
区
）

（
小
代
区
）

　

9
月
13
日
、
香
住
区

下
浜
の
浜
上
勇
人
さ
ん

の
梨
園
で
、
青
葉
保
育

園
の
親
子
ら
約
２
０
０

人
が
ナ
シ
ぼ
り
を
行
い

ま
し
た
。

　

親
子
の
交
流
を
深
め

る
と
と
も
に
、
地
元
の

特
産
で
あ
る
二
十
世
紀

ナ
シ
を
味
わ
っ
て
も
ら

お
う
と
、
同
保
育
園
が

企
画
、
香
住
果
樹
園
芸
組

合
の
協
力
で
行
わ
れ
た
も

の
で
、
昨
年
に
続
き
2
回

目
と
な
り
ま
す
。

　

最
盛
期
を
迎
え
、
大
き

く
実
っ
た
ナ
シ
で
い
っ

ぱ
い
の
園
内
で
は
、
園
児

ら
が
お
父
さ
ん
や
お
母
さ

ん
に
抱
き
か
か
え
て
も
ら

い
、
大
き
な
ナ
シ
を
も
ぎ

取
っ
て
、
早
速
丸
か
じ
り

で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
と
参
加
し
た

古
路
み
や
び
ち
ゃ
ん
（
香

住
区
森
、
4
歳
、
写
真
左
）

は「
甘
く
て
お
い
し
い
よ
」

と
一
生
懸
命
食
べ
て
い
ま

し
た
。

　

皆
さ
ん
、
梨
園
で
丸
か

じ
り
す
る
ナ
シ
は
格
別
の

味
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

青
葉
保
育
園
ナ
シ
ぼ
り
体
験

ガ
ブ
リ
ッ
。
甘
く
て
お
い
し
い
！

（
香
住
区
）

（
香
住
区
）

▲

体験棟の縁側で憩う人々

▲お母さんに抱きかかえてもらって、ナシぼり

▲

もぎたてをみんなで丸かじり！

▲珍しい古代米の食感を楽しむ

　

9
月
19
日
、
香
美
町
魅

力
体
験
ツ
ア
ー
第
2
弾

が
開
催
さ
れ
、
尼
崎
市

な
ど
か
ら
大
型
バ
ス
2

台
で
80
人
の
観
光
客
が

香
美
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
以
前
か
ら
交

流
の
あ
る
尼
崎
市
の
皆

さ
ん
を
中
心
に
香
美
町

の
魅
力
を
体
験
し
て
も

ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も

の
で
、
第
1
弾
は
今
年

6
月
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
2
弾
と
な
っ
た
今
回
は
、
村
岡
区
、
小
代
区
を
中

心
と
し
た
ツ
ア
ー
で
、
初
秋
の
但
馬
高
原
植
物
園
や
日

本
の
滝
百
選
の
猿
尾
滝
、
最
後
に
温
泉
保
養
館
お
じ
ろ

ん
で
旅
の
疲
れ
を
い
や
し
、
帰
路
に
つ
い
て
も
ら
う
日

帰
り
の
コ
ー
ス
で
し
た
。
植
物
園
で
は
〝
森
の
案
内
人
〞

と
し
て
植
栽
主
任
の
田
丸
和
美
さ
ん
に
、
猿
尾
滝
で
は

観
光
ガ
イ
ド
の
西
村
寿

ひ
さ
し

さ
ん
（
村
岡
区
日
影
）
に
、
そ

れ
ぞ
れ
魅
力
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
１
人
は
「
自
分
た
ち
だ
け
で
来
た
ら
、
見
て

終
わ
る
だ
け
だ
っ
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今

回
は
詳
し
い
説
明
も
聞

け
、
と
て
も
充
実
し
て

い
ま
し
た
。
今
度
は
ぜ

ひ
知
り
合
い
を
案
内
し

た
い
と
思
い
ま
す
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

12
月
に
は
香
住
区
を

紹
介
す
る
第
3
弾
の
ツ

ア
ー
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

香
美
町
魅
力
体
験
ツ
ア
ー 

第
2
弾

香
美
町
の
い
い
と
こ
ろ
、
ご
紹
介
し
ま
す

（
村
岡
区
・
小
代
区
）

（
村
岡
区
・
小
代
区
）▲和池の大カツラの前で

▲

猿尾滝の滝つぼで
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合　計　22,074 人（－ 32）
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　女　　11,556 人（－ 13）
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カッコ内は前月比
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★★キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町

キラリ！キラリ！

　   香美町　   香美町但
た じ ま う し

馬牛の名をかけて
香美町から 5 頭出場

 5 年に 1度の“和牛のオリンピック”

第 9回全国和牛能力共進会
 10 月 11 日（木）～ 14 日（日）、米子市・境港市・大山町

　５年に１度、全国の優秀な和牛（黒毛和種牛）が一堂
に会しその優劣を競う全国大会で、“和牛のオリンピッ
ク”とも称される「全国和牛能力共進会」。雄牛・雌牛
の和牛改良の成果を競う「種牛の部」と肉質を競う「肉
牛の部」があります。過去最大規模となる 38 道府県
494 頭の和牛が出場、それぞれの部で頂点を目指します。
第 9回となる今回は『和牛再発見！－地域で築こう和牛
の未来－』をテーマに、鳥取県で開催されます。
　審査結果が各産地の和牛のブランド化に大きく影響
するだけに、関係者にとっては、まさに威信をかけた
非常に重要な大会です。
　今回は、“但馬牛の里”香美町から兵庫県代表とし
てこの大会に出場する５頭を紹介します。

　

『
人
生
あ
き
ら
め
た
ら
ア
カ
ン
』。
第
24
回
日

本
身
体
障
害
者
水
泳
選
手
権
大
会
で
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
さ
れ
た
香
住
小
の
西
脇
先
生
の
言
葉
。

取
材
し
て
い
る
間
に
、
こ
の
言
葉
を
何
度
か
耳

に
し
ま
し
た
。
西
脇
先
生
は
、
原
因
不
明
の
病

気
で
両
足
と
左
手
が
動
か
な
く
な
り
、
稲
葉
さ

ん
は
漁
船
の
乗
組
員
だ
っ
た
と
き
に
事
故
で
右

手
の
指
4
本
を
失
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
な
ど
で

い
ろ
ん
な
人
に
出
会
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

得
て
、
活
動
の
場
を
広
げ
て
こ
ら
れ
た
お
二
人
。

お
話
を
聞
い
て
い
て
も
、「
や
り
ま
し
た
。
メ
ダ

ル
を
も
ら
い
ま
し
た
！
」
と
い
う
よ
り
も
、「
次

は
こ
れ
を
し
た
い
」「
来
年
は
こ
う
す
る
ん
だ
」

と
い
う
風
に
ど
ん
ど
ん
前
へ
進
ん
で
い
く
の
で
す
。

稲
葉
さ
ん
は
「
泳
げ
な
か
っ
た
子
ど
も
が
、
頑

張
っ
て
一
夏
で
泳
げ
る
よ
う
に
な
る
ん
で
す
」

と
う
れ
し
そ
う
に
語
ら
れ
ま
す
。
前
へ
前
へ
進

む
人
は
、
周
り
の
人
の
背
中
も
そ
っ
と
押
し
て

お
ら
れ
る
の
だ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

　

『
人
生
あ
き
ら
め
た
ら
ア
カ
ン
』。
取
材
の
後
、

ふ
と
〝
歩
〞
に
力
を
入
れ
た
く
な
る
、
そ
ん
な

気
が
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
今
西
）

所有者
上田伸也
（村岡区宿）

繁殖者
稲木敏子
（新温泉町湯）

名　号 さかえ 5の 2の 5

生　年
月　日

平成 18 年 3 月 1日

父牛号 菊俊土井

母牛号 さかえ 5の 2

所有者
藤原吉子
（小代区神水）

繁殖者
稲木敏子
（新温泉町湯）

名　号 さかえ 5の 8

生　年
月　日

平成 18 年 4月 20 日

父牛号 福芳土井

母牛号 さかえ 5

所有者
朝倉久子
（小代区野間谷）

繁殖者
西坂嘉津美
（新温泉町丹土）

名　号 ななひめ 5の 4

生　年
月　日

平成 18 年 4 月 3日

父牛号 福芳土井

母牛号 ななひめ 5

第３区（若雌の２）
　出品条件：生後 17 ～ 20 ヵ月齢未満の若い雌牛
　説　　明：次世代の和牛を生産する重要な雌牛が競う。

所有者
上田伸也
（村岡区宿）

繁殖者
森脇薫明
（村岡区丸味）

名　号 たかてる 2

生　年
月　日

平成 18 年 3 月 6日

父牛号 福芳土井

母牛号 たかつる 3

所有者
長瀬五

いつかず

一
（村岡区丸味）

繁殖者 同上

名　号 まさふく

生　年
月　日

平成 18 年 2月 21 日

父牛号 福芳土井

母牛号 150 まさつる 7

第７区（総合評価群）〈種牛群〉
　出品条件：父牛が同じ生後 17 ～ 24 ヵ月齢未満の若い雌牛 4頭 1組で出場
　説　　明：種牛能力（繁殖能力、哺育能力など）と産肉能力（肉質、肉量）の両方をもって種雄牛を評価する。




